
連合副会長：加藤勝敏の逮捕について 

2004 年 4 月 15 日 

日本食品関連産業労働組合連合会 

事 務 局 長 佐 藤 孝 司 

 

１．標題の件について、連合は以下の事務局長談話を発した。 

(1) 14日夜、社団法人「日本歯科医師会」の政治団体「日本歯科医師連盟」（日歯連）が厚

生労働相の諮問機関である中央社会保険医療協議会（中医協）の委員にわいろを贈ってい

たとし、東京地検特捜部が、元社会保険庁長官ら 6人とともに加藤勝敏連合副会長（ＪＥ

Ｃ連合会長）を逮捕した、とマスコミ各社が報道した。加藤副会長の容疑は収賄である。 

(2) 加藤勝敏副会長が贈収賄事件で逮捕されたことに大変な驚きを覚えている。加藤副会長

が、98年 10月より中医協の支払側委員を務めていることは事実であるが、現時点では連

合として容疑事実の真偽を把握するに至っていない。現在関係各方面と連絡を取りながら、

事実関係を調査中である。 

(3) 本日連合は、緊急の三役会議および第 7回中執を開催し、対応を協議していく。今後、

各構成組織・地方連合会には、適宜情報を明らかにしていきたい。いずれにせよ、世間を

お騒がせし、また各構成組織・地方連合会・組合員の皆さんに、多大なご心配とご迷惑を

おかけしていることをお詫び申し上げる。 

２．ＪＥＣ連合は各構成組織・地方連合会に対し、以下の内容を送信してきた。 

  われわれ JEC連合の加藤会長が、歯科医師診療報酬をめぐる贈収賄事件で、昨日(4月 14

日)収賄容疑で逮捕された。 

  マスコミ報道(東京地検発表)の概略内容は、｢歯科医師の診療報酬をめぐって有利な意見

を述べてもらう目的で、中央社会保健医療協議会(中医協)の委員に現金 330万円を渡した

として、東京地検特捜部は 14日、日本歯科医師会・会長の臼田貞夫容疑者ら 5人を贈賄容

疑で、健康保険組合連合会副会長で中央社会保健医療協議会委員だった下村健容疑者、同

協議会委員で連合副会長の加藤勝敏容疑者を収賄容疑で逮捕した｣というものです。 

  われわれ JEC連合として、｢突然のことで驚いており、マスコミ(東京地検)で発表された

こと以上のことは現段階でわからず｣事実の把握については、JEC連合で現在確認中です。

また、連合とも連携を図りながら、今後に向けて迅速な対応を取っていきます。 

  いずれにしても、早急に事実を把握し、その上で連合加盟構成産別・地方連合会に対し、

正式な見解を発表していきます。 

  最後に、連合加盟構成産別・地方連合会の皆様に多大なるご迷惑をおかけしたことに、

深くお詫び申し上げます 

３．本日開催される連合第 7回中央執行委員会に向けてフード連合としての対応 

(1) 加藤副会長はフード連合が登録している食品部門連絡会の所属する連合 Bグループより

推薦された連合副会長という立場にあり、昨秋の副会長就任以降、関係を深めてきた。そ

の意味でも今回の｢連合副会長が収賄容疑で逮捕｣というニュースは、衝撃的であった。 

(2) しかし、今回の｢連合副会長が収賄容疑で逮捕｣という事実は、単に個人の逮捕という事

件としてだけではなく、連合運動、労働運動に対する信用の大きな失墜を招くものであり、

全容を明らかにしながら、連合としても明確な対処が必要と考える。 



(3) 報道が事実であれば、｢収賄容疑｣による逮捕はもちろんのこと、歯科医師の診療報酬を

めぐって、医師会に有利な意見を中央社会保健医療協議会の場で発言したとすれば、労働

側委員としては背信行為であり、会議の議事録のチェック等で事実関係を明確にした上で、

厳しい対応を求めたい。 

(4) 度重なる労働界トップ層の不祥事に職場組合員は、憤りと不信感を抱いており、それら

に応えるためにも連合として責任ある見解を出すべきである。 

(5) また、こうした不祥事を身内(フード連合内)から起こさないよう、改めて労働組合役員

としての立場を自覚し、コンプライアンスを実践していくことが重要です。 

(6) 連合は、本日の中央執行委員会終了後、見解および対応について発信の予定です。 

以  上 

 


